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大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目 自然地理学

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

総合研究所所長，教員親睦会幹事長を務めたほか，博物館企画展示「鉄道と地図と地域変
容」の企画，準備をすすめ，これまで収集してきた地図，記念切符，各種資料，鉄道模型
などを展示した．

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

ゼミなどの授業にQGIS,GRASSなどのオープンソースのGISを取り入れ，フィールドワーク
のとりまとめなどに活用した．

日本地理学会代議員，日本第四紀学会評議員，東京地学協会評議員，日本学術会議連携会
員，国土交通省土地履歴調査区画委員会委員長，愛知県埋蔵文化財調査センター専門委
員，岐阜県図書館特別顧問，名古屋市新修名古屋市史資料編編集委員，豊田市史自然部会
副部会長など

東京大学大学院理学系研究科単位取得満期退学

理学博士（東京大学　博理1237）

自然地理学，地形学，第四紀学，自然災害研究

最終学歴

　【研究上の特記事項】
日本第四紀学会において「沖積低地と自然環境変化に関する一連の研究」により学会賞を
受賞し，2014年6月に特別講演をおこなった。また，日本地形学連合秋季学術大会を招致
し，10月11日・12日の両日にわたって開催した．

平　成　26　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会，日本第四紀学会，日本地形学連合，東京地学協会，地理科学学会，東北地
理学会

沖積平野・海岸平野の地形発達史，第四紀末期の環境変動史，地球規模の環境変化と海岸
環境，平野/海岸域の自然災害

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・地形学特論
・自然地理学演習 I・II

授業科目

学部担当科目

・自然地理学 I, II
・地形学
・地理学特殊講義（一）
・地理学講読・調査法（一）
・地理学演習（一）
・地理学卒業演習（一）



共著

単著

単著

単著

2014年6月 日本第四紀学会

日本地形学連合2014年10月

明石書店2015年1月

奈良大学地理学会2015年3月
2004年12月に発生したインド洋大津波
によるスマトラ島北西部の海岸地形の
変化と浸水域について検討した．

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

バングラデシュを知るための60
章　(第２版)

日本第四紀学会学会賞受賞記念講演

東北地方太平洋岸の沖積平野におけ
る津波の流動と地形との関係について
スマトラ島北部の海岸平野におけるそ
れらとの比較・検討を行った．

①Coastal landforms and 2004
Indian Ocean Tsunami
inundation along the coast of
northwestern Aceh province,
Indonesia

バングラデシュの地形と自然環境にか
かわるの2009年刊行の同書の担当部
分について，若干の加筆をおこなっ
た．

（学会発表）

（その他）

② スマトラ島北部および東北
地方太平洋岸の海岸平野にお
ける津波と地形との関係

① 沖積低地の過去を知る　-沖
積低地と自然環境変化に関す
る一連の研究の背景-


